
皆もよく知っているように、釜ヶ崎支援機構では、選挙がある時期には投票に行くように呼びかけている。いつも書

いていることだが、萩之茶屋投票区は、西成区で最大の票田である。だが投票率はかなり低い。その原因は、単身

男性の投票率にあることは明らかだ。ようするに、日雇労働で働く仲間や野宿を余儀なくされている仲間が、投票に

行けていないと言うこと。

その弊害は、この街で多数派であるのに、声があまり取り上げられにくいと言うことに現われている。「政治家」はど

うしても、自己の当選に結びつく人々、投票行動を常におこなう人々を重視する。政治家がそうなら行政もそうなる。

街の多数派の声がそれにふさわしい扱いを受けるようになるための一つの方策として、投票率を上げる必要があ

る。（勿論、投票するだけでなにもかもうまくいくわけではない。）

裏面に、毎日新聞が立候補者に出した質問の回答を掲載したものの一部を転載してある。ホームレス問題、景気・雇

用問題についてのものだ。中には随分な回答もある。公職への立候補者は言いたい放題、その発言をけしからぬと

選挙期間中に追求してまわることは選挙妨害になるらしいから今は何ともしがたいが、こういう声を封じるためにも投

票率アップを。

▲2003年11月12日読売新聞・夕刊より転載

＊酒気帯び就労は厳禁です。「酒」の匂いがすれば就労できません。

＊生活保護受給者（居宅保護・施設入所・入院）は就労できません。

11月9日に、衆議院議員選挙が終わったばかりですが、11月30日は大阪市長選挙の投票日です。

市会議員・府会議員選挙の時は、それなりに候補者が釜ヶ崎の中に入ってこられたので、投票率が若干上がりま

した。

衆議院選挙では、立候補者がほとんど地区内に入ってこられなかったせいか、萩之茶屋投票区の投票率は、本当

に微増にとどまりました（下がらなかっただけたいしたものだとは思いますが）。

市長選挙では、立候補者が釜ヶ崎にくることは、ありそうにありませんが、左の回答を参考に、是非とも投票に行き

ましょう。野宿していても、住民票の所在がはっきりしていれば、投票することができます。投票率の上昇は、「仕事よ

こせ」実現の後押しの一助となります。



▲2003年11月19日毎日新聞・朝刊より転載


